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 カルガリー大学主催のコンビニパーティー  

 

カルガリー大学主催のパーティーが開かれました。カ

ルガリー大学のご厚意で寮生全員が参加できるパーテ

ィーとなり、みんなと料理をし、話しながら食べる I-

house らしい交流の場になりました。みんなの協力の

おかげでパーティーは大成功でした。また、この日に

長い間 I-house を支えてくださった事務職員の方に花

束と手紙を渡しました。そして、カルガリー大学から

も RAにプレゼントがありました。心が温まる素敵なパ

ーティーになりました。 

 

MISAKI 

 書道教室  

 

5/17(金)に、書道教室が行われました。 

文学部の先生が主導となって、漢字の成り

立ちや、書体の違いなど、丁寧に教えて頂

きました。一通りお手本を見た後、皆でオ

リジナルの作品を作りました。「風」、

「牛丼」、「令和」、中には「たい焼き」

のオリジナル漢字を作っていたり、一人ひ

とりの文字がとても個性的で、写真を撮っ

ていた私も楽しかったです。形に残る I-

houseの思い出が出来てよかったです！ 

母国でも飾ってくれると嬉しいなぁ(о´∀`о) 

 

     

    DAICHI 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https://frame-illust.com/fi/wp-content/uploads/2015/11/c58823df8ec7c5f5c8d19fde93a422bc.png&imgrefurl=https://frame-illust.com/?p%3D4608&docid=1W0F7MJBhi2V7M&tbnid=Txkva-cUqB4ueM:&vet=10ahUKEwid5JLRtJTfAhXYIIgKHYS3AygQMwjEASghMCE..i&w=800&h=800&bih=628&biw=1366&q=%E5%AF%8C%E5%A3%AB%E5%B1%B1%E3%80%80%E7%A7%8B%E3%80%80%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&ved=0ahUKEwid5JLRtJTfAhXYIIgKHYS3AygQMwjEASghMCE&iact=mrc&uact=8


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【夏期 JLC プログラムの予定】       【留学生の国籍】 

６月１８日(火) キャンパス・ダウンタウンツアー  カナダ、中国、アメリカ、韓国、台湾、香港、 

６月１９日(水) 歓迎会     フランス、タイ、ブルガリア、スペイン 

６月２９日(土) 鎌倉ツアー 

７月 ５日(金) 七夕パーティー 

７月３１日(木) 日本語プレゼンテーション 

８月 ６日(火) 送別会 

                キャンパスアシスタント(CA)募集中 

CA に登録すると、学内で専修大学に来ている留学生と交流が出来ます。「留学生と話してみたい」、「留学生と友

達になりたい」という方、まずは国際交流事務課で CA登録をしましょう！ 

国際交流会館：044-911-2046        国際交流事務課：044-911-1250 

 RP企画：手巻き寿司  

 

RP企画の手巻き寿司パーティーが I-houseで開催されまし

た。初めて手巻き寿司を作る留学生も多かったものの、企

画者からの英語での作り方の説明、多くの CAさんのサポー

トのお陰で全員が安心して作れました。自分で作った方が

お店のものよりも美味しいとの声もちらほらと…（笑）。食

事の前にはビンゴ大会や学生同士の共通点探しゲームなど

が行われとても楽しめました。今回のイベントを通してよ

り一層親密な関係になれました。 

 

YUTA 

 お好み焼き授業  

 

留学生とお好み焼きを作りました。お好み焼きを作ること

が初めての方々が多かったのですが、一人一人がお好み焼

きを実際に作れたことは貴重な経験になったと思います。

お好み焼きをひっくり返して上手くいった時、留学生が喜

んでいた姿が印象的です。そして、留学生が自分自身で作

ったお好み焼きを食べて、美味しいという一言が聞けて嬉

しかったです。このように、日本の食べ物を作って食べる

経験は、留学生にとって良い思い出になりました。 

 

MANA 
 


